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ナタネ品種の特性に関する研究

1．緑体春化処理と品種の春播性

遠藤武男・金子一郎・柴田惇次・菅原　例

（東北農業試験場）
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1　ま　え　が　さ

ナタネ品種の播性を調査し，交配母本の選定並びに世代

促進の基礎資料を得るために・百足l）の開発した方法によ

って．低温室と温室を利用し，1980年から試験を進めてい

る。これまでに得られた2～3の結果について，その概要

を報告する。

2　■試　験　方　法

（1）供試材料

1980年，1981年に各20品種，延べ40品種，各品種10個体

を供試した。

（2）餅種概要

1）播種：沖積土5，堆肥2，バーミキュライト3の

混合土をプラントベット（36仇×45m，深さ10仇）に詰め，

4爪×3仇に1プラントペット当たり10品種を1980年

は，11月7日～12月12日，1981年は，10月6日～12月8日

に播種し，緑体春化処理終了後，ほほ一斉に温室に搬入で

きろようにした。

2）稼体春化処理：子葉展開期から4℃の低温室で蛍

光灯の昼夜照明の下に，1980年には1～6週間，1981年に

は1～9週間の緑体春化処理を行った。

3）長日処理：緑体春化処理終了後．温室（温度条件

は．夜間10℃，昼間20℃，ただし日中25℃以上になると天

寿が開くようにセットした）で400W陽光ランプ（プラン

トベット上の照度10701ェ）により185．5時間（16時～21

時30分）への長日照明を行った。

4）肥料：無肥料で播種を行い，早生品種が抽苦した

ころ液肥（10－5－8）5∝を200倍にうすめ，1プラント

ベット当たりlβを如環で散布した。

3　試　験　結　果

緑体春化処理終了から抽苔・開花までの日数は，処理期

間が長いほど短縮された（表省略）。しかし播種から抽百

・開花までの日数をみると，春播牲程度が高い品種では1

～3週間の処理で最も短くなり．春播性品種でも1～2週

間の処理によって．抽苔・開花の促進効果が高くなった。

また秋播性程度の高い品種は，6週間以上の緑体春化処理

で抽苔・開花の促進効果が高い（表1－1，1－2）。

以上の結果から．緑体春化処理に必要な低温処理期間に

よって品種を分類すれば，表2のようになる。これを戸刈

・宮本弟の実験結果や志賀2）がこれに補足した表と比較し

てみると．表2において，無処理又は1～3週間の低温処

理で抽苔・開花の促進効果が高い品種は，戸刈らの春播性

程度が高いⅦ～Ⅳの品種群にそれぞれ該当し，6週間の低

温処理で促進効果の高い品種は，呑播性程度が低い（秋播

性程度が高い）Ⅰ～0の品種に屑することがうかがわれた。

表1－1　緑体春化処理期間と播種から開花まで
日数（1980）

品　 種　 名

処　 理　 期　 間 （週）

無 l
処
理

1 2 3 4 5 6

イ　ス ズ ナ タ ネ 1 5 1

1 5 2

8 9 7 1 7 1 7 4 7 7 8 0

ス エ ヒロナ タ ネ 8 7 7 3 7 3 7 7 8 3 8 8

ムラサ キ ナ タ ネ 9 1 7 6 7 5 7 8 8 4 8 4

ダイ リユウナタネ 7 0 6 4 6 4 7 0 7 4 8 1 8 4

オ オ　 ミ　ナ タ ネ 1 14

8 6

8 2 7 1 7 3 78 83 8 7

ホ ーマ ン ナ タ ネ 9 7 7 9 8 0 84 ＄9 9 2

ア ブ ラ マ サ リ 7 2 7 1 7 4 7 9 86 9 0

ア ブ クマ ナ タ ネ 1 7 5 7 6 7 1 72 7 7 8 1 紬

チ サ セ ナ タ ネ 1 0 3 7 5 70 7 1 7 5 8 0 8 5

ミユ キ ナ タ ネ 8 2

1 10

7 4 7 5 7 7 8 2 8 6 9 4

イ ワシ ロナ タネ 87 7 7 7 7 8 1 8 5 9 2

バ ン ダ イナ タネ 73 6 9 6 9 74 80 84

T o v e r 7 1 6 9 7 2 7 4 79 85 9 1

8 0 n O V 沌 i 1 2 9 8 2 8 1 8 1

144

8 2 8 8 9 5

L e 8ir8

E rr8

Q u i山 8

R 8 p 0－8

ハ ン ブル グ 1 号

ト ワ ダ ナ タ ネ

1 2 1 10 4

13 4

1 15

13 8

10 2

1 1 1

10 2

1 1 2

1 3 9
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裏ト2　緑体春化処理期間と播種から開花まで日数（1981）

品　 種　 名
処　 理　 期　 間　 （凋 ）

無処理 1 2 3 4 5 6　　　 7 8 ； 9

ハ　 セ　ナ　 タ　ネ 102 74 73 72 75 8 1 8 5　　 9 1 94 99

O ro 87 8 1 80 78 83 87 9 1　 96 100 ．104
T arget 72 73 75 75 78 84 89　　 96 97 10 2

ツ ク シ ナ タネ 139 81 79 76 80 紬 89　　 96 98 10 2

チ クゼンナタネ 77 6 6 69 70 75 81 84　　 92 93 9 9

コンゴウナタネ 122 75 68 70 75 81 85　　 91 92 100
コ ガ ネ ナ タネ 116 85 72 72 76 82 85　　 90 92 9 9

ミチノクナ タネ 102

127

75 71 73 75 82 86　　 92 93 99
農　 林 1 号 115 79 77 77 83 88　　 92 94 100

ア サ ヒ　ナ タネ 100 81 77 78 84 87　こ　92 93 100
農　 林 1 6　号 103 77 78 76 78 83 86 1 92 94 10 1

ミ　カ　ワ ナ タネ 128 83 72 72 74 79 84　　 89 90 97
トキ ワ ナ タネ 78 70 72 73 76 82 ≡　85　　 91 92 100

ゲン カイナタネ 122 79 72 73 75 82 …　86　 90 94 100
ミ　ホ　 ナ　 タ　ネ 124 90 85 92 1 90　 96 100 107
青　 森 1 号 107

143

101 106 110 118
Ⅱ　 R　 l　 号 141　 125 127 135

タイセ ツナ タネ

ハ ンブルグ 1 号

トワ ダ ナ タ ネ

146 118

104 108

12 1

110 ．

122

121

蓑2　緑体春化処理期間と品種群

低 温 処 理 期 間 品　　　　　　　 種　　　　　　　 名

0　週 間 T arg et

1
T ㈹ Cr ，　　 ダイ リユウナタネ， ミユ キ ナ タ ネ ， テクゼンナタネ， トキ ワ ナ タネ ，

農　 林 1 6　号

2

イ ス ズ ナ タ ネ， スエ ヒロナタネ， オ オ ミナ タ ネ． ア ブ ラマ サ リ， ホーマンナタネ．

チ サ ヤ ナ タ ネ・ アブクマナタネ・ コンゴウナタネ， コガ ネナ タ ネ， ミカ ワナ タ ネ，

ゲ ンカイナタネ， ミチノクナタネ． 且ron o v s k i

3
ムラサキナタネ　 ′バ ンダイナタネ， イワシロナタネ ， ハ ヤ ナ タ ネ 書， ツ ク シ ナ タ ネ，

O ro＊，　　　 農　 林 1 号 ， ア サ ヒナ タネ

4 ミ　ホ　ナ タ　ネ

6
青 森 1 号 ， トワ ダナ タ ネ， 臥 ra ，　　　 L e s血 ．　　 Q u in叫

R a p o r8

7 址　 R l 号 ， ダイセツナタネ

9　以 上 ハンブルグ 1 号

注．＊1～3週間処理の差が2～3日

4　摘　　　　　要

1980～1982年に延べ40品種を供試し，子葉展開期から4

℃の低温室において，蛍光灯の昼夜照明の条件下で，1～

9週間の緑体春化処理を行い，その後．温室の長日条件で

生育をはかった。

その結果，播種から抽苔・開花までの日数は，春播性程

度の高い品種は0～3週間の処理で最も短く，秋播性程度

の高い晶踵は，6週間以上の処理で抽苔・開花の促進効果

が大きい。
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